
















学位記番号第 181 7 0 号
学位授与年月日 平成 15 年 9 月 30 日


































正答率に比べて有意に低いこと、 2 層以上の吹き抜けなどのある内部空間を扱った設問の正答率は単に 1 層の内部空
間を扱った設問の正答率に比べて有意に低いことなどの結果を得、建築主に設計図書を用いて建築空間の形態を説明
する際の留意点を明らかにしている。























り有意に難しく、 2層以上の吹き抜けなどのある内部空間を対象にした設問は単に 1 層の内部空間を対象にした設問
より有意に難しいこと、家具など身の周りの比較的小さなものが記入されることで当該設問は易しくなること、しか
し断面図を追加して提示しても設問の正答率が向上しないこと、平面図をミリタリ図的表現にして提示することで、
項目反応理論の識別力パラメタ値が向上すること等を明らかにしている。
(6)以上に基づき、設計施工一貫方式で実施される建築形態構成過程において、建築主と設計者との合意形成が的確に
なされる上で考慮すべき要件を提示している。
以上のように、本論文は、アカワンタビリティの重要性が指摘されている設計から施工までの一連の建築形態構成
過程において、建築主と設計者との討議内容に事離が存在することを具体的に明らかにするとともに、建築図に対す
る人の読図特性の計測法を碓立し、設計図書を通して建築主と設計者の間に的確な合意を形成して行く上で必須の基
礎的要件を解明しており、建築計画学、特に建築形態工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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